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　社会福祉法人槇の実会が4月1日より旧あぶらやで、
施設利用者の方々に部品の組み立てをはじめとしたさま
ざまな仕事を提供する新たな事業をスタートさせました。
施設利用者の方々の就労や活動の場を作ることを目的と
しています。
　また、今後は1階の飲食スペースを利用して地域の方
が気軽に集えるカフェをオープンする予定です。

　4月 22日、JA かとりから町内各小学校の5年生に、
補助教材として「農業とわたしたちのくらし」が贈呈され
ました。
　この冊子は、生活に欠かせない「食」と「農業」、また「農
業と環境」の深い関わり、農産物を各家庭に届ける流通
や農畜産物について、イラスト、写真、グラフなどを使っ
て分かりやすく解説されており、子どもたちが自ら考え、
農業を身近に感じてもらうことができる内容になってい
ます。
　子どもたちが農業への理解を深め、次世代の農業を
担ってくれることに期待します。

旧あぶらやを利活用！ JAかとりより
補助教材寄贈

（左から）�
JA かとり行橋多古支店長、木川教育長、
JAかとり掛巣金融共済担当常務理事、JAかとり朝日金融部長

お問合せ●学校教育課学校教育係　☎ 76-5411
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。
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　近年、全国各地で甚大な自然災害が起こる中、消防団が
担う地域防災力の強化はますます重要となっています。
　現在、多古町消防団は462名で、火災現場での消火活動、
平常時の火災予防活動、災害時の復旧・警戒活動などで活
躍しています。
　地域を守るため、ぜひ消防団で一緒に活動しませんか。
入団を希望される方は消防多古分署までご連絡ください。

【入団資格】
①�多古町に居住する方、もしくは勤務する方、または近隣
に居住し、消防団活動を行うことができる方
　※男女問いません。
②年齢が18歳以上の方

前段左から　石井雄士【本部分団長】　土屋敏一【副団長】　工藤和明【団長】　瓜生修【副団長】　所雅視【本部分団長】
　　　　　　伊橋孝太郎【本部分団長】
後段左から　【分団長】飯田剛（第一）　土屋一広（第二）　柴田佳祐（第三）　菅澤政志（第四）　黒田昌伸（第五）
　　　　　　泉川聡（第六）　内藤正夫（第七）

消防団員の募集

お問合せ●香取広域消防本部多古分署　☎76-3255

令和4年度多古町消防団のリーダーです

　日頃より、多古町消防団へのご理解とご
協力をいただきありがとうございます。今
年に入り、野焼きの延焼により発生した火
災が多く見られました。軽い気持ちでつけ
た火が大惨事を引き起こすこともあります。
改めまして、一人ひとりが火の取り扱いには
十分に注意するようお願いします。
　また集中豪雨や大型台風、地震などの備
えとして強風で飛ばされそうな物の片付け
や建物の補強、樹木の剪定など、各家庭に
おける防災対策を行うよう重ねてお願いし
ます。
� 多古町消防団長　工藤　和明

消防団からのお願い

　春秋叙勲の候補者にふさわしい方を推薦できる一般推薦制度があります。推薦には一定の要件を満たす必
要があります。主なものは以下のとおりですが、詳しくは「叙勲　一般推薦」で検索し、内閣府のホームペー
ジでご確認ください。
①候補者の要件
　長年地域で幅広く公共のために活躍（概ね20年以上活動）した方で、70歳以上の方など
②推薦方法
　◦推薦者1名、賛同者2名が必要（ともに20歳以上）
　◦自分自身や二親等内の親族関係にある方の推薦は不可
　◦指定の様式の推薦書を下記担当窓口まで郵送（常時受付中）
③お問合せ・郵送先
　内閣府賞勲局一般推薦担当　☎03-3581-2868
　〒100-8914 東京都千代田区永田町1-6-1

春秋叙勲候補者一般推薦制度

詳しくはこちら


